
InGaAs PINフォトダイオード

G9801シリーズ

レセプタクル型, 1.3/1.55 μm, 2 GHz

浜松ホトニクス株式会社 1

高速応答: 2 GHz typ.
低暗電流: 20 pA typ.
高感度: 0.9 A/W typ. (λ=1.31 μm)
低容量: 1 pF typ.

特長

光ファイバ通信における光量モニタ

用途

光ファイバ通信における光量モニタ用として開発された高速受光デバイスです。高速InGaAs PINフォトダイオードを組み

込んだレセプタクル型のモジュールです。各種コネクタ／実装のタイプを用意しています。

絶対最大定格 (Ta=25 °C)
項目 記号 条件 定格値 単位

逆電圧 VR max 20 V
動作温度 Topr 結露なきこと -20 ～ +70 °C
保存温度 Tstg 結露なきこと -40 ～ +85 °C
注) 絶対最大定格を一瞬でも超えると、製品の品質を損なう恐れがあります。必ず絶対最大定格の範囲内で使用してください。

パッケージのラインアップ

項目 G9801-22 G9801-32
実装型 基板 パネル

コネクタ FC FC
外形寸法図 (1) (2)

電気的および光学的特性 (Ta=25 °C)
項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位

感度波長範囲 λ - 0.9 ～ 1.7 - μm
最大感度波長 λp - 1.55 - μm

受光感度 S* λ=1.3 μm 0.75 0.9 - A/W
λ=1.55 μm 0.8 0.95 - A/W

暗電流 ID VR=5 V - 0.02 0.4 nA

遮断周波数 fc VR=5 V, RL=50 Ω
λ=1.3 μm, -3 dB

- 2 - GHz

端子間容量 Ct VR=5 V, f=1 MHz - 1 1.5 pF
入力換算雑音電力 NEP VR=5 V, λ=1.55 μm - 3 × 10-15 - W/Hz1/2

* マスタプラグ付シングルモード光ファイバを使用

G9801シリーズは、静電気によって破壊または劣化する危険性があります。使用に際しては注意してください。
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(2) G9801-32

(1) G9801-22

外形寸法図 (単位: mm)
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本資料の記載内容は、平成27年8月現在のものです。
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関連情報

www.hamamatsu.com/sp/ssd/doc_ja.html

 注意事項

・ 製品に関する注意事項とお願い

・ 安全上の注意

・ メタル・セラミック・プラスチックパッケージ製品／使用上の注意

 技術情報

・ 赤外線検出素子／技術資料

・ 赤外線検出素子／用語の説明

http://www.hamamatsu.com/sp/ssd/doc_ja.html

